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この情報誌は,パ
ー トナーシップのまちづ くりを進めるため,趣 旨に賛同 じ

て集まつた市民と横浜市都市計画局企画調査課でつ くつています。
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地域の資源を生かして

横浜 「西部地域」の特色

ここで言う西部地域とは,正 確には横浜市の南

西部にあたる広い地域をさしています。

保土ヶ谷周辺から,郊 外には戸塚 ・旭 ・瀬谷 と

いつた農地 ・樹林地の多く残る地域が含まれます。

市内でも昔ながらの風景や面影を比較的多 く残す

里山的景観は,人 の心を和ませるのみでな く,い

ろいろな市民活動を育んできました。1950年 代

後半～70年 代前半 (昭和 30年 ～50年 )に かけて,

郊外地域では急速な人口増加が起 きました。一戸

建て住宅,共 同住宅,ア パー ト,マ ンションの建

設が進み,道 路 ・商業施設 ・公共施設等 (インフ

ラ)の 整備が追いつかない状況でした。

― 西 部地 域 の まちづ くり

地形的には斜面が多く,あ ちらこちらで部分的な

開発が進んだため,農 地 ・樹林地が残る中で,住 宅

地が相互に分断される 一 という問題もありました。

西部地域のまちづくりは,都 市的整備の遅れを克

服しながらも,地 域の資源ともいうべき緑の豊かさ

や歴史的資産をいかにうまく生かしていくか一がカ

ギであるといつても過言ではないでしょう。

自然と古民家を公園と して生かす

西部地域には,多 くの人がイメージする港ヨヨ

ハマとは違い,自 然いつばいの地域が宅地化や開

発の波の間に残されています。そこには,水 田や

畑,里 山として使われていた雑木林などが,都 市

の中の貴重な自然環境として息づいています。

とはいえ,こ の環境を大都市圏の中でいつまで

も保全することは難 しいのですが,そ の一つの方

法として公園事業があ ります。自然系の公園は,

今や都会のオアシスとして欠かすことの出来ない

存在 となつてお り,雑 木林を持つ公園では,そ の

維持管理のために,市 民ボランティアによる下草

刈 りや間伐などの作業が行われる事例も多 く聞か

れます。

また,自 然環境の維持管理だけでなく,公 園施

設として移築整備された古民家を拠点に,特 色の

ある活動をしている公園もあ ります。 しかもその

古民家を市民が管理運営 しているという点が,大

きな特徴となつています。
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西部地域には,

して,舞 岡公園,

ります。

こうした公園の代表的なものと

長屋門公園,天 王森泉公園があ

(戸塚区舞岡町,28.5ha)

舞岡公園は,地 下鉄舞岡駅から徒歩 25分 ,舞 岡

ふるさと村に隣接 し,農 の営みが色濃 く映る里山や

田園の環境を生かした公園です。ここでは,計 画段

階からの 10年 にわたる市民活動を上台に,平 成 5

年の開園と同時に,「舞岡公園を育む会」が組織され,

農にいそしみながら,市 民が自然を保全する活動を

展開しています。現在,田 園体験区域,小 谷戸の里

(古民家,運 営管理棟,作 業棟, トイレなど),雑 木

林の維持管理 ・運営を,約 300人 の会員からなる育

む会が市から受託 し,水 田耕作や自然観察会など,

さまざまな体験活動を,年 間 1万 人以上のボランテ

ィアの参加を得て,行 つています。

谷戸の中の日んぼで田植えを体験

長屋門公園 (瀬谷区阿久和東,3.5ha)

瀬谷区と旭区のほぼ境に位置する長屋門公園は,

計画段階からの住民参加を行い,古 民家を移築 した

「歴史体験ゾーン」と呼ばれるエリアを整備 しまし

た。ここの管理運営業務を,地 域の代表者などから

なる運営委員会が,市 から受託 しています。日常の

管理運営や行事の企画などは,近 隣住民である 「長

屋門公園歴史体験ゾーン運営委員会事務局」の事務

局長とスタツフの手により行われてお り,七 タコン

サー トや田舎
一泊体験,一 人語 りの会など特色ある

行事が数多 く企画され,多 くの来園者を集めて開催

されています。またそれらの行事に際 しては,多 く

の地域住民がボランテイアスタッフとして協力 し,

運営を補助しています。

天 王 森 泉 公 園 (泉区和泉町,3.5ia,本 誌第 3

号(平成 10年 3月 発行)で紹介)

天王森泉公園は泉区の南端,戸 塚区との境界部

にあ ります。園内の古民家 「天王森泉館」とその

裏庭 「湧水の森」は,市 民組織である天王森泉公

園友の会が,市 から管理運営を受託 して活動 して

います。

ここも公園づ くりの当初から市民参加が行われ,

整備期間中に自主的に運営準備会が発足 しました。

開園後は,準 備会から発展 した友の会の運営委員

が,樹 林地の管理や自然観察会,か るた会などの

各種行事を企画 し,ボ ランテイアとしてかかわる

会員や地元住民の参加により行事が運営されてい

ます。さらに,古 民家の日常管理や来園者対応は,

友の会が雇用 した古民家スタツフ (有償ボランテ

ィア)に より行われています。

これらの公園のように,行 政からの業務委託に

より,市 民運営が行われることで,よ り地りに密

着 した運営が実現でき,公 園は単なる公共施設で

なく,地域のまちづくりの核|なる場として機能

する場合があります。すなわち,利用者である市

長屋門での一泊体験。7月 ～8月

天王森泉館でのかるた大会



民が本当に自分たちのための施設であると思える,

使いごこちの良い施設が実現 しているのです。公

共施設がより身近に,自 分たちの地域のものとし

て認識されてくる結果,そ の施設の公共性 ,そ の

環境の大切さまでをも,地 域で共有 し,認 識され

るようにな り,ま ちづ くりの一つの動きが生まれ

てくるのです。

また,具 体的な地域の核 としての役割面では,地

域密着型の活動が上げられます。公園情報紙の地域

回覧や,自 治会行事の受け入れ,公 園行事の際の材

料調達や人材協力など,周 辺自治会町内会との協力

を積極的に行つています。

衷虚森桑な麹の自簿揺介

パンフレット作り
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さらに,歴 史や環境教育などで,学 習の場として

の活用や,公 園運営メンバーによる自然観察指導な

ど,地 域の小中学校との関係も持たれています。こ

のような継続的で,横 つなぎの活動により,新 たに

まちづくりに関心を持つ人も増えてきています。

舞岡公園,長 屋門公園,天 王森泉公園―これら

の公園での活動は,公 共施設の管理運営に市民が

かかわる先進的な事例として,更 なる可能性を探

求 しつつ,自 然環境を守 りながら,今 日も多 くの

来園者を迎えています。

(天王森泉公園友の会会長 戸 田浩司)

舞岡公園

アクセス :市営地下鉄舞岡駅より徒歩 25分 。」R

戸塚駅,市 営地下鉄上永谷駅よリバスで京急ニ

ュータウン終点下車,徒 歩 1分 。有料駐車場有

り。

連絡先  :舞 岡公園を育む会事務所

T E L 0 4 5 - 8 2 4 - 0 1 0 7

長屋門公園

アクセス :相鉄三ツ境駅徒歩 18分 。三ツ境駅よ

り戸塚駅行きバス 「上阿久和」下車,徒 歩 3分

連絡先  :長 屋門公園歴史体験ゾーン運営事務局

TEL045-364-7072

天王森泉/AR園

アクセス :市営地下鉄下飯田駅,相 鉄ゆめが丘駅

より徒歩 30分 。市営地下鉄立場駅より湘南台

駅行きバス 「四ツ谷」下車,徒 歩 20分 。戸塚

駅または大船駅よリドリームハイツ行 き終点下

車,徒 歩 15分 。

連絡先 :天 王森泉館事務局 TEL045-804-5133

団地での地域の課題解決の試み

郊外地域に建設された大規模団地は,急 速な人口

増加の受け皿として大きな役割を果たしましたが,

入居から 30年 近 くが経過 した現在,団 地の老朽化

や居住者の高齢化に伴つて起きるさまざまな課題が

見えてきました。これらを解決するための取 り組み

が進められています。

その事例を旭区の若葉台団地でご紹介 します。
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天三森泉公園の くわ くわ森に堆肥場をつくりました

天王森泉公園で発行されている情報紙



若葉台団地

(旭区若葉台。県住宅供給公社。昭和 54年 ～入居。

現在,約 18,800人 ,約 6,300戸 )

若葉台団地は,東 京都町田市に隣接 し,東 名高速

道路横浜町田インターチエンジの近 くにある,県 住

宅供給公社が開発した大規模な集合住宅団地です。

昭和 54年 から入居が始まり,ほ ぼ完成 しています

が,20年 経た現在も建設が続いています。

現在,若 葉台には 15の 管理組合 と,そ れらを

統括する管理組合協議会があるとともに,10の 単

位 自治会が,若 葉台という一つの連合自治会を形

成 しています。

昭和 62年 ,「若葉台地区社会福祉協議会」が設立

され,連 合自治会との連携のもとに,「福祉の街づ く

り」の取 り組みの先頭に立ち,ソ フト面から独自の

活動に取 り組んできました。

主な活動としては,旭 区内の福祉施設から 100名

の高齢者を招いて,高 齢者と中学生,住 民が 3人 一

組になつて一日を過ごす福祉体験 「まご(孫)こ(子)ろ

(老)の日」を始めたのをきつかけに,地 区社会福祉

協議会の自主財源確保の場になつている 「チヤリテ

ィーバザー村」や,団 地内にある8つ の老人会と,

これに参加 していない高齢者が一同に集い,サ ーク

ル活動を発表する 「高齢者交流会」などを,順 次,

開催 しています。また,団 地内の障害者の団体であ

る,脳血管障害者グループ「イツワ会」,青年学級 「ピ

クニックの会」,就学障害者グループ「テクテクの会」

などともネットワークしています。

そして,住 み慣れた場所を離れて団地に移 り住ん

できた高齢者を若い世代の住民で支えようと,ふ れ

あい給食 ・配食サービスの 「若葉と森と愛」,介 護 ・

家事援助の 「ホームヘルプ若葉台」,一 人暮らし・虚

弱高齢者を対象とした 「デイケアぬくもり」や,「布

絵本」,「若葉台手話の会」,「拡大写本の会」,ま た,

移送サービス等を主とする男性ボランテイアグルー

プ 「のこのこ会」などが生まれてきています。

若葉台では,連 合 自治会,管 理組合協議会が,早

い時期から,入 居者数の多い団塊の世代を考慮 し,

「21世 紀の街づくりをめざす」をスローガンに,「高

齢者に住みやすいまちづくり」に着手 してきました。

連合自治会では,地 区内の建物入回の段差解消を,

また管理組合協議会は,高 齢者の住宅改善の指針案

の提案や,階 段の手す りを設置するなど,ハ
ー ド面

での役割分担ができてきました。(管理組合協議会は,

この団地だけの組織で,そ の事務局を団地内の共同

施設の維持管理などをする 「(財)若 葉台管理センタ

ー」(設立 :県住宅供給公社)が 担当していることか

ら,ハ ー ド面の問題も処理 しやすい仕組みになつて

います。)

すべての人にとって住みやす く,や さしいまちづ

くりをさらに推進していくために,管理組合協議会,

連合自治会,地区社会福祉協議会,民生委員協議会,

管理センターが参加 して,3年 前に 「若葉台やさし

い街づ くり推進委員会」が設置され,ソ フ ト面とハ

ー ド面が一体となつた取 り組み体制ができあが りま

した。推進委員会には,団 地内のすべての組織が入

っているため,街 の改善等の問題も処理 しやす くな

ってお り,団 地内にある病院の周囲の歩道を拡げ,

車イスなどの通行がしやすいようにするなど,人 に

やさしい街づ くりを進めてきました。

まちづくりは,「人による」と言われます。若実台

団地では文化やスポーツなどのイベントには 「スポ

ーツ ・文化村」,各 まつりには 「まつりの会Jが 実務

を担当するなど,様 々な単位のグループが活発に活

動しています。このようなユニークな活動により,

団地の居住者相互のコミュニケーシヨンの活性化が

はかられ,こ れが自治会や地区社会福祉協議会に

「人」を送 り出す原動力になつているように思われ

ます。

(横浜プランナーズネットワーク

谷回 和 豊,内 海 宏 ,櫻 井 悦 子)

草椅子も通 りやすいように歩道の幅が広げられました



般 を活用した様々な取tり組み

地域でのまちづ くり活動には活動の拠点となる

施設が必要ですが,西 部地域には地域の既存施設

を有効利用 して,活 発に活動を展開 している例が

比較的たくさんあります。ここでは,そ のうち 「生

活協同組合コープかながわ保土ヶ谷福祉グループ

ひなげし」(略称 「ひなげし」),日 向山小学校ふれ

あいルーム (略称 「ふれあいルーム」)と いつた 2

つの代表的な活動例を紹介 します。

ひなげし(保土ケ谷区)

「ひなげし」は,平 成 4年 4月 から,保 土ケ谷

区天王町にある 「コァプかながわ天王町店」の集

会室を利用して,月 1回 70歳 以上の高齢者約 20

人を対象に会食サービスの活動を行つています。

毎回,ゲ エムを楽しんだり,歌 をうたつたりして,

お年寄 り同士の交流を楽 しんでもらつています。

グループのメンバーは 50代 を中心に,約 20人 の

主婦層によつて支えられています。利用者,担 い

手とも 「コープかながわ」の組合員が中心となつ

ているため,集 会室のある天王町 ・岩間町などの

地元に限らず,上 菅田町や仏向町など広い範囲の

人が参加 ・利用している点が特徴となつています。

集会室の規模から,対 象者,担 い手が一緒に会食

する人数にはおのずから制約があ り,配 食サービス

ヘの取 り組みも視野に入れています。平成 9年 から

は,障 害者施設で週 1回 40食 の給食をつくる事業

にも取 り組んでいます。また,コ
ープかながわの集

会室を使わせてもらつているため,グ ループ専用の

場所 と違い,調 理器具や食器などの置き場所にも苦

労 し,活 動をこれ以上広げられないといつた問題点

も抱えています。

ふれあいルーム (瀬谷区)

ひなた山地区のまちづ くりについては,本 誌創刊

号(平成 9年 11月 発行)ですでに紹介しましたが,今

回は日向山小学校で行われている 「ふれあいルーム」

に焦点をあわせて紹介します。

「身近な地域で集える場所がほしい」というひな

た山地区の長年の願いが,今 回,日 向出小学校の協

力により実現 しました。

このスペースは,日 向山小学校のランチルームを

学校側が使わない時に地域に開放,自 治会などの会

議やサークル活動に利用するものです。平成 9年 12

月開設以来,今 年 5月 までの 18か 月間に合計 222

回 (月平均約 12回 )利 用されました。内訳では,

会議利用は 121回 ,サ ークル利用は 101回 で,利 用

時間は午前 39回 ,午 後 96回 ,夜 間 87回 といつた

具合です。

このほか,地 域にはスーパーマーケットや農協支

所などが地域の会議や活動発表の場として開放 して

いるスペースがあ り;活 動拠点として利用する可能

性を探つてみてはいかがでしようか。

(西部方面の会事務局 内 海 宏 )

軍獲姪

小学校のランテルームを活用 したふれあいルTム

集会室での会食

Administrator
長方形

Administrator
テキストボックス
ケ



住民字加による都市計画マスタープランづくリ
ー舞岡地区 ・踊場地区まちづくリプランの場合一

平成 4年 の都市計画法の改正により,市 町村の都

市計画に関する基本的な方針 (=都 市計画マスター

プラン)を ,住 民参加で定めることとなりました。

横浜市では,市 域を対象とする全市プラン,行 政区

を対象とする区プラン,中 学校区程度のまとまりあ

る地区を対象とする地区プランの 3段 階で策定を進

めています。

ここでは,現 在,戸 塚区で進められている舞同地

区と踊場地区の地区プランについて,戸 塚区区政推

進課の職員の方にご紹介いただきます。

戸塚区の地区プランの特徴は ?

戸塚区では,「 身近な地域のまちづくリプラン (地

区プラン)」 づ くりに取 り組んでいます。これは,

地域住民と区役所が協働でプランをつ くり,そ の後

のまちづ くりにつなげていこうというもので,次 の

ような特色があります。

(1)地 域住民がよく知つている範囲 (たとえば連

合町内会の区域)を 対象区域とする

(2)地 域の身近な課題や地域固有の問題点の解決

から出発する (テーマ型)

(3)地 域住民が直接参加 し,策 定する (協力型)

(4)実 現に向けてのプログラムをつくる (戦略型)

まな立場から地域の課題や問題点,将 来への展望,

また夢について,区役所とともに検討を重ねました。

こうした活動については,ま ちづ くり通信の発行や

地区懇談会での経過報告などにより,積 極的にPR

を行つています。

作成 したプラン案は,舞岡地区の全世帯に配付 し,

意見交換会の開催や文書などにより住民の方々の意

見を伺いながら,地 区プランの原案としてまとめま

した。

舞 岡地 区 プ ラ ンの 内容

プランの骨格

将来像     基 本目標 まちづ くりの方針

鍾岡抽区って .〃 んなとこ?

舞岡地区は,地 域の73%が 市街化調整区域で,豊

かな自然環境にめぐまれた所です。一方,副 都心で

ある戸塚駅周辺にも近 く,地 区の中心には地下鉄舞

岡駅,ま た,地 区内には都市計画道路があるなど,

今後は都市化が進むことも考えられます。そこで,

舞岡の環境資源と共存,調和する都市化とは,ま た,

高齢化社会の中で,「住む」ための環境をどう維持,

改善 してい くか,と いつた課題を考えるため,平 成

8年 7月 ,地 域住民の参加による 「舞岡まちづ くり

検討会」が発足 しました。

まちづ くリプランの検討

検討会は,自 治会町内会の関係者,舞 岡ふるさと

村の関係者,一 般公募の約50人で構成され,さ まざ

踊場地区は変わる?!

踊場地区は,戸 塚駅周辺地区に近接する,住 宅地

を中心とした既成市街地です。市営地下鉄の延伸に

よる踊場駅の開設や,幹 線道路である横浜伊勢原線

の整備の進ちょくなどにより,ま ちの変容が予想さ

れています。また,地 区の中央には都市計画道路桂

地区内も歩いて,検 討 しました

豊かな環境資源を  谷 戸景観の保全

活かしたまちづ く  歴 史資源の保全,継 承

り                   等

豊かな環境

資源のある

まち,誰 も

が暮 らしや

すいまち ・

舞岡

生活中心を持つま

ちづくり

舞岡駅周辺のまちづくり

交通環境,歩行者軸線

等

安心,安 全に暮 ら

せるまちづくり

パリアフリー,福 祉活動

災害に強いまちづくり

等

利便性 ,快 適性の

高いまちづ くり

幹線,地 区幹線道路整備

歩行者ネットワーク

等



町戸塚遠藤線が計画されてお り,こ の路線の事業を

どう進めてい くかが大きな課題となつていました。

さらに,防 災や道路交通問題などに対する地域住民

の関心も高 く,こ れらの課題を議論 し,将 来のプラ

ンづくりを進めるため,平 成 8年 9月 に 「踊場まちづ

くり検討会」が発足 しました。

検討会は,自 治会町内会関係者及び一般公募の 3

8人 で構成されています。舞岡地区同様i区役所 とと  8年 度

塩li:1雪貫iなだ嘉子彗贅者督轡現を名獣魯協た揖許キ爆訪景旨,も 9犠
地区プラン案をまとめました。

18年度

地図を見ながら課題や夢を検討しています

より密接な協調関係,ま た,信 頼関係が生まれてお

り,こ れらの関係を基盤とした地域のまちづ くりの

一層の推進が期待されます。

策定スケジュール (舞岡地区 ・踊場地区の場合)

検討会:課題の整理 ・検討

↓

検討会イロ別課題の検討
・交通体系
・歩行者動線
・駅周辺整備など

Ｉ
Ｖ

検討会:プランづくり

↓

プラン実の公表

↓

11年度 意見交換会 (説明会)

↓

検討会:意見報告会

i市蔀市計箇暮憲奈だ諮南i確 i
l定          |

また,身 近な地域のまちづ くリプランとして,両

地区のほか,名 瀬,上 矢部地区でも,地 域の皆さん

と検討作業を進めているとともに,戸 塚区マスター

プランについても検討を進めています。戸塚区のま

ちづくりにご意見,ご提案などをお待ちしています。

戸塚区区政推進課企画調整係

TEL045-866‐ 8328  FAX“ 5-881-0241

Email i totsuka④ cttytyokohama,ip

ホームページ httpブ/wWWちCity,yokohamatp/me/

totsuka/index.ht mi

お住いのある区あるいは地区で,都 市計画マスタ

ープランの説明会や懇談会がある場合には,皆 さん

も,是 非,参 加 して,自 分のまちの将来を考えてみ

てはいかがでしようか。

都市計画マスタープランについてはこちらもご覧ください

ホームページ httpプ/― .CtyyokoharnaJげme/tOk朝

toshima■jげindex.拭mi

踊 場 地 区 プラ ンの 内容

プランの骨格

将来像     基 本目標 まちづ くりの方針

今後の予定は ?

これらのプランは,都 市計画マスタープランとし

て位置づけるため,横浜市都市計画審議会へ諮問し,

確定 します。

今回の検討会の活動をきつかけに,地 域と行政の

地域活動の推進

良好な住環境の   良 好な衛並み ・安全な 住

形成        環 境づ くり

等

多世代が

活 き活 き

と暮 らせ

る

安心 ・安

全のまち
・踊場

災善に強いまち

づくり

災害に強い都市環境の形成

身近な防災環境の整備

等

督塚智『
辺のま  緊昌避2室盤堅層

  等

快適で利便性 の

高いまちづくり

幹線 ・地区幹線道路の整備

バス路線の拡充

等



山手フオーラム企画募集

市民活動発表の場 「山手フォーラム」への参加グルー

プ・個人を募集します。

【開催期間】12年 4月 27日 (木)～ 5月 16日 (火)

【利用施設】山手234番館ギヤラリー・レクチャールーム

【利用期間】1グループ・個人につき最大6日間

【発表形式】自由(展示会 ・講演・ワークシヨップなど)

【資金援助】1グループ・個人につき1万円

【採用数 】 3グループ・個人

【応募方法】応募用紙(山手234番館へ請求)に記入し,12

年1月 20日 (木)までに下記へ郵送。※結果

は2月初旬に各グループ・個人へ発送。

【問合せ 】 山手234番館 〒2310862 山 手234-1

T E L / F A X  0 4 5 - 6 2 5 , 9 3 9 3

市民や企業のまちづ くり活動を対象とした賞が創設

されました。今回の募集期間 (11月 30日 まで)は 終

了しましたが,来 年 5月 頃に,審 査結果が発表される

予定です。…………………1…………………………………

1第 1回 横浜 ・人 。まち ・デザイン賞    i

l   ～ 21世 紀の魅力的な街をめざして～    i

i 横 浜は,市 民や企業 とともにまちなみ景観づ くりやま :

!ち づ くり活動など様々な取 り組みによって,そ の魅力を i

i高 めています。                     :

: 26oo年 を迎えるにあたり,横浜市では,まちづく :
: りへの取 り組みを頭彰する新しい賞として,「横浜 ・人 ・

i

iま ち ・デザイン賞」をスタートします。         :

: こ の賞では,優 れたまちなみ建築物 (まちなみ景観部 i

i門 )や まちづくりに関する活動 (まちづ くり活動部門)i

:を ,市 民の皆さんから推薦されたものの中から顕彰しま !

:す 。(各部門5件程度)                i

第 9号 の記事に,情 報提供がありました !

i担 当 :都市計画局都市デザイン室内          :

i   「 横浜 。人 ・まち 'デザイン賞」事務局     :

:      T E L . 0 4 5‐6 7 1 - 3 8 5 0                  〔

:ホームページをリニューアルしました 1

:        「 ヨコハマ 人 ・まち」のホームページをリニューアルしました。イベント情報やリンク集を充実させ,

づ くりの情報センターをめざします。新 しいUR Lは ,

いit p//WWW・Cttytyokohamatip/me/tOkev hROmaty

都市計画局の本―ムベージもご利用ください。横浜市の都市計画に関する情報がご覧になれます。

htt p//WWW.Cly.yokohama,ip/me/tOkev

編集 :「ヨコハマ 人 =まち」編集会議

発行 :横浜市都市計画局企画調査課  〒 231-0017 横 浜市中区港町 1-1

TEL  045-671-3512    FAX  045-663-3415

次号では,南 部地域を取 りあげます。お楽しみに。

本文中,特 記のないものは編集会議の文責によります。

編集会議はどなたでも参加できます。ご意見,ご 感想をお聞かせ下さい。

第 10号 編集メンバー  :

赤松 彰 利,秋 元 康 幸,金 成 耕 太郎,川 崎 あ や,園 部 弘 明,谷 口 和 豊,福 田 美 子

市内初,市 民の自主運営によるリサイクル活動の拠点

横浜市神奈サ||リサイクルコミユエテイーセンター

「エコライフかながわ」がオープン!

11月 27日 ,地域でのリサイクル活動の拠点として,「エ

コライフかながわ」(愛称)が 開館 しました。建物も旧二

ツ谷公設市場を改修,リ サイクルしています。

当日は,記 念イベン トとして,「パー トナーシップによ

る地域環境づ くり懇談会」を開催。同施設の市民ボラン

ティアによる事業運営組織 一神奈川 リサイクルコミュニ

ティーセンター運営活動機構がその成 り立ちやパー トナ

ーシップ推進モデル事業による取 り組みを報告するとと

もに,山 手 234番 館や今井及び今宿地区センターなどの

関係者か ら,「互いに尊重することが大切」,「市民側の

「責任」が重要」,「行政の役割はどこまでか」など,市

民 と行政 とのパー トナーシップのあ り方が熱心に報告さ

れました。

また,二 房は,古 布のさき布織 りやエコぞうりづ くり

などを体験する人であふれていました。

毎日,い ろいろな事業が計画されています。それを支

えるボランティアも募集 しています。是非,一 度お出か

けください。 (福 田)

所在地 :神奈川区平川町 3-6

間をit士:旺 L045-413-3196 FAX045-488-3463

前回,北 部地域のまちづ くり活動グループ等をご紹介

しましたところ,「者臣筑区にはもつとたくさんのグループ

があ り,紹 介冊子も発行されています」と,市 民の方か

ら情報提供があ りました。冊子の名前は 「都筑区生涯学

習グループ紹介」。区役所地域振興課が 2年 に 1回 程度発

行 しているもので,ま ちづ くり。子ども ・スポーツ ・福

祉 ・文化に分類 して活動団体を紹介 しています。

同様の冊子を発行 している区もい くつかあ ります。冊

子の有無や活動グループの情報は,各 区の生涯学習支援

センター,ま たは生涯学習相談コーナーにお問い合わせ

ください。

情報提供あ りがとうございました。 _(福 田)

まち :

平成 11年 12月 22日 発行 10366号  類 型分類 C」 A020 古 紙混入率 60%
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